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このたびは、ＤＸアンテナ製品をお買い上げいただきありがとうございます。 
この装置を正しく理解し、ご使用いただくために、取扱説明書をよくお読みください。 
お読みになった後は、いつでも見られるところに保存してください。 

 

◎安全上のご注意 
 

△記号は注意（危険・警告を含む）を促す内容があることをつげるものです。 
図の中に具体的な注意内容（左図の場合は警告または注意）が描かれています。 

      記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近くに具体的な禁止内容 
     （左図の場合は分解禁止）が描かれています。 

●記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。図の中に具体的な指示内容

（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜いてください）が描かれています。 
 

 

警告 
この内容を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う

可能性が想定される内容を示しています。 
 
●テレビ受信関連工事には技術と経験が必要ですので、お買い上げの販売店もしくは工事 
店にご相談ください。 

 
 
●表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。 
火災や感電の原因となります。 

 
 
●この製品は屋内専用です。屋外で使用したり、水がかかる場所や、水などの入った容器 
の近くなどで使用しないでください。火災や感電の原因となります。 

 
 
●この製品の電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に曲げたり、ねじ 
ったりしないでください。また、重いものをのせたり、加熱したり（熱器具に近づけたり） 

  引っ張ったりしないでください。火災や感電の原因となります。 
  電源コードが傷んだときは（心線の露出、断線など）お買い上げの販売店もしくは工事 
  店に交換をご依頼ください。そのまま使用すると火災や感電の原因となります。 
 
●万一内部に水などが入った場合は、まずこの製品のスイッチを切り、電源プラグを 
コンセントから抜いてお買い上げの販売店や工事店にご連絡ください。 
そのまま使用すると火災や感電の原因となります。 

 
●この製品の通風孔などから内部に金属類や燃えやすいものなど異物を差し込んだりしな 
いでください。火災や感電の原因となります。 

 
 
●この製品のカバーを開けたり、分解したりしないでください。 
また、お客様による修理や改造はしないでください。感電やけがの原因となりますし、 
性能維持ができなくなり、故障の原因となります。 

 
●万一、煙が出ている、変な臭いがするなどの異常状態のまま使用すると、火災や 
感電の原因となります。すぐにこの製品の電源スイッチを切り、その後必ず電源 
プラグをコンセントから抜いてください。煙がでなくなるのを確認して販売店も 
しくは工事店に修理をご依頼ください。 

 
●この製品のヒューズは、同一規格の容量および形状のものをご使用ください。また交換 
の際は、電源プラグをコンセントから抜いてください。火災や感電の原因となります。 

 



 

MOD5005   3/46 

●雷が鳴り出したら、この製品には触れないでください。 
感電の原因となります。 

 
 

注意 
この内容を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想

定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

 
●この製品を暖房機の付近や高温になる場所に置かないでください。 
 火災や破損の原因となることがあります。 
 

 
●この製品を湿気やほこりの多い場所に置かないでください。 
 火災や感電の原因となることがあります。 
 

 
●電源プラグを抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。電源コードを引っ張る 
とコードが傷つき、火災や感電の原因となることがあります。 

 
 
●ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。 
 感電の原因となることがあります。 
 
 
●お手入れの際には、ベンジン・アルコール・シンナーなどは使わないでください。塗装 
 がはげたり、変質することがあります。 
  お手入れは、柔らかい布で軽く拭き取ってください。化学雑巾を使用する際には、その 
  注意書に従ってください。 
 
 
＜販売店・工事店様の安全上のご注意－お客様もお読みください＞ 
 

 

警告 
この内容を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う

可能性が想定される内容を示しています。 
 
●表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。 
火災や感電の原因となります。 

 
 
●この製品の電源プラグは３ピンプラグです。必ず保護接地コンタクトを持った３ピンコン 
セントに挿入してください。 

 
 
●この製品は屋内専用です。屋外で使用したり、水がかかる場所や、水などの入った容器 
の近くなどで使用しないでください。火災や感電の原因となります。 

 
 
●この製品を暖房機や加湿器のそばなど高温になる場所、湯気が当たるような場所に設置 
しないでください。燃えたりして、火災や破損の原因となります。 

 
 
●この製品のヒューズは、同一規格の容量および形状のものをご使用ください。また交換 
の際は、電源プラグをコンセントから抜いてください。火災や感電の原因となります。 

 
 
●取り付けネジや、ボルトや接栓は、締め付け力（トルク）に指定がある場合はその力（ト 
ルク）で締め付け、堅固に取り付け固定してください。落下や破損して、感電やけがや 
故障の原因となります。 
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1. 製品概要 
この製品は、ＩＳＤＢ－Ｔ地上デジタルテレビジョン放送方式に対応したＳＩ／ＰＳＩ多重機能内蔵の 

ＯＦＤＭ変調器です。ＤＶＢ-ＡＳＩ入力によるＭＰＥＧ２－ＴＳ信号に対して伝送路符号化処理、変調処理、 

アップコンバート処理を行い、ＲＦ帯のＯＦＤＭ信号を出力します。 

ＰＩＤフィルタリング機能、ＰＩＤ置換機能、ＰＣＲ補正機能およびＳＩ／ＰＳＩ多重機能を内蔵してお

り、ＭＰＥＧ２エンコーダと直接接続することが可能です。 

内蔵クロック信号または外部基準クロック信号（10MHz または 512/63MHz）により動作させることが可能で

す。 

 
2. 特長 
（1）ＩＳＤＢ-Ｔ地上デジタルテレビジョン放送方式に対応したＳＩ／ＰＳＩ情報多重機能内蔵のＯＦＤＭ

変調器。 
 
（2）ＭＰＥＧ２エンコーダの出力信号を直接入力可能。 
 
（3）多重可能なＳＩ／ＰＳＩ情報。 
   PSI 情報:PAT、PMT、NIT、CAT 
   SI 情報:SDT、EIT、TOT、BIT、CDT 
 
（4）変調パラメータはＡＲＩＢ ＴＲ－Ｂ１４に準拠。 
 
（5）内部発振器または外部基準クロックに同期し動作。 
   外部基準クロック：8.126984MHz または 10MHz（Rb-OSC を想定） 
 
 
3. 使用上の注意 
（1）この製品は、ＡＣ１００Ｖｒｍｓの単相電源でご使用ください。またこの製品は、アースラインのある

３線式電源コードを通して接地します。電源プラグは必ず保護接地コンタクトを持った３ピンコンセン
トへ挿入してください。 

 
（2）電源スイッチをＯＮ状態としても電源パイロットランプが点灯しない場合は、背面ＡＣ１００Ｖ用３ピ

ンコネクタの未挿入、またはヒューズの断線が生じていることが考えられますので、コネクタ・ヒュー
ズの確認をお願いします。 

 
（3）この製品の開口部や放熱器は、通風および放熱のために設けております。開口部を塞いだり覆ったりし

ないようご注意ください。 
 
（4）この製品に使用の FAN モータには、稼動部を含むため寿命があります。異常がなくても 7年毎までに

交換してください。 
 
（5）ヒューズは同一規格の容量および形状のものをご使用ください。また交換の際には必ず電源コードを電

源コンセントから抜いてください。 
 
（6）この製品の電源を切る場合、ソフトウェア制御で電源を OFF しますので、完全に電源が切れるまで 
   若干時間がかかります。 
 
（7）この製品の電源コードをはずす前には、必ず電源が完全に OFF 状態になっていることを確認してくださ

い。シャットダウン中に電源コードを抜くと、設定データの消失などトラブルの原因となることがあり
ます。 

 
（8）アナログテレビ信号と混同して運用される場合、アナログテレビ信号に障害を与えないためにアナログ

テレビ信号に対して 10dB 低いレベルに調整し運用してください。 
 
 ※ この製品を処分するときは、産業廃棄物として処理してください。 
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4. 各部の名称 
4.1 前面パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 電源スイッチ〔POWER〕 
この製品の電源をオン／オフするスイッチです。電源が入ると緑色のＬＥＤが点灯します。 

（注）この電源スイッチを OFF にしても、電源が完全に切れるまで若干時間がかかります。ソフトウェ

アによるシャットダウン後に自動的に電源 OFF するためです。シャットダウン中に電源コードを

抜くと、設定データが消える場合がありますので、ご注意ください。 

 

② 表示パネル〔DISPLAY〕 
機器の設定内容を表示します。 

 

③ 設定ボタン 
設定箇所の選択や数値を入力するときに使用します。 

 

④ アラームランプ〔ALARM〕 
アラームが発生すると赤色に点灯します。正常時は消灯します。 

 

⑤ ＥＸＴ ＲＥＦランプ〔EXT REF〕 
背面の基準クロック入力端子への設定を、外部基準信号入力にすると緑色点灯します。 

内部発振器使用のときは消灯します。 

 

⑥ 確定ボタン〔ENTER〕 
このボタンを押して選択したデータを確定します。 

 

⑦ ロックスイッチ〔HOLD〕 
前面パネルの設定をロック/解除します。ロック時には緑色ＬＥＤが点灯します。 

ロック解除時は消灯します。 

 

 

 

① 

② ③ ⑥ 

⑦ ④ ⑤ 
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4.2 背面パネル 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
⑧ ＲＦ出力端子〔RF OUT〕（Ｆ形） 

この製品のＲＦ出力端子です。 
 

⑨ 出力モニタ端子〔RF MONI -20dB〕（Ｆ形） 
背面のＲＦ出力端子から出力されるレベルに対し－２０ｄＢで出力されるモニタ端子です。 
使用しないときは、付属の終端器を取り付けてください。 
 

⑩ 基準クロック入力端子〔CLK IN〕 

基準クロックの入力端子です。 

MUX8001 をご使用の際は MUX8001 背面の基準クロック出力端子〔CLK OUT〕と接続してください。 
 

⑪ ＲＦ出力レベル調整ボリューム〔RF LEVEL〕 
ＲＦ出力レベルを調整するボリュームです。１００～－１１０ｄＢμVの範囲で調整できます。 
このボリュームを反時計方向に回すと、最大ＲＦ出力レベルに対してＲＦ出力レベルを下げることがで
きます。 
出荷時は１０５ｄＢμＶに設定されています。 
 

⑫ アラーム検出端子〔ALARM/CONT〕 

アラーム出力・警報制御入力端子です。 
 

⑬ ＬＡＮコネクタ〔LAN〕 

外部制御信号を入出力する LAN コネクタです。LAN ケーブルを介してパソコンと接続します。 
 

⑭ ＴＳ信号入力端子〔ASI IN〕 
エンコーダ TS 信号を入力する端子です。 
付属の BNC ケーブルでエンコーダの TS 出力端子と接続してください。 
 

⑮ ファンコネクタ〔FAN〕  

ファンを接続する端子です。 
 
⑯ ファン 

この製品の本体内部を冷却するためのファンです。故障の原因となりますので、吹き出し口を塞いだり、
異物を入れたりしないようにしてください。ファンが停止した場合には速やかにファンを交換してくだ
さい。異常がない場合にもファンは７年ごとの交換をお奨めします。交換手順は 6.2 ファン交換手順を
参照してください。 
交換用ファン型番：6196ZU 
 

⑰ ＧＮＤ端子〔GND〕 
この製品の GND 端子です。 
保護接地コンタクトを持った３ピンコンセントに接続できない場合、この端子から接地してください。 
 

⑱ ＡＣ１００Ｖ電源入力端子 
ヒューズホルダ付き AC100V 入力端子です。付属の電源コードを使用して、保護接地コンタクトを持った
３ピンコンセントに接続してください。シャットダウン中に電源コードを抜くと設定データが消える場
合がありますのでご注意ください。 
 

⑲ ＡＣインレットロック金具 

付属の電源コードを固定することができ、不用意に抜けることを防止できます。 
 

⑳ ヒューズ 

ヒューズは 125V、1A を使用します。交換手順は 6.1 ヒューズ交換手順を参照してください。 

⑩ ⑪⑨ 

⑧ 

⑭⑫ ⑮⑬ ⑯

⑲ 

⑱

⑳⑰
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5. 操作方法 
5.1 表示器説明 

5.1.1 メニュー画面遷移 
 

起動中画面

起動画面 ALARM

→←/ で移動

IN（入力部アラーム）
OUT（出力部アラーム）
NTP（時刻取得エラー）
FLASH（書込みエラー）

→←/ で移動

NUM.（機器番号）
IP（機器IPアドレス）
Gate（デフォルトデートウェイ）
Sub（サブネットマスク）
NTP（NTPサーバIPアドレス）

RER-CLK-IN（リファレンスクロック）
THROUGH-MODE(スルーモード)

→←/ で移動

TSID
IN1 S-ID（サービスID）

SETTING

REFERENCE

VERSION

終了画面

MOD（変調部アラーム）電
源
S
W

O
F
F

IN1 3DIG.NUM（３桁番号）

↓↑/ で移動

↓↑/ で移動
CH（RF出力CH）

FAN（ファンアラーム）

REMOTE-KEY（リモコンキー）
CH1(放送周波数)

MODE（伝送モード）
GI（ガードインターバル）

LAYER=A

MOD（変調方式）
CR（内符号化率）
TI（時間インターリーブ）
SEG

↓↑/ で移動

CH2(放送周波数)
CH3(放送周波数)

LAYER=B

MOD（変調方式）
CR（内符号化率）
TI（時間インターリーブ）
SEG

↓↑/ で移動

を長押しHOLD

ENT を長押し

SYSTEM-TIME（システム時刻）
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5.1.2 表示器基本 

 

 この製品の表示パネルに表示する内容は 

 1 行目 ： モード名称および機器番号 

 2 行目 ： この製品の IP アドレス 

   機器状態 

   設定値 

 

 

 

 

 

5.1.3 起動画面 

 

                              起動中に「Now Booting....」を表示 

                              します。 

 

 

                              起動後本機器に設定されている IP アド

レスが表示します。 

 

 

5.1.4 メニュー画面 

   各メニューの選択を行います。 

   HOLD キーを長押しし、HOLD を解除して ENT キーを 3秒間押します。 

このとき HOLD キーの LED は消灯します。↑/↓を押すことで各モードを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＯＦＤＭ ＭＯＤ ＆ ＭＵＸ  ［０１］

Ｎｏｗ Ｂｏｏｔｉｎｇ ． ． ． ． 

ＯＦＤＭ ＭＯＤ ＆ ＭＵＸ  ［０１］

１９２．１６８．００１．００１ 

ＯＦＤＭ ＭＯＤ ＆ ＭＵＸ  ［０１］

ＡＬＡＲＭ 

ＯＦＤＭ ＭＯＤ ＆ ＭＵＸ  ［０１］

ＶＥＲ ： １．００ 

ＯＦＤＭ ＭＯＤ ＆ ＭＵＸ  ［０１］

ＳＥＴＴＩＮＧ 

ＯＦＤＭ ＭＯＤ ＆ ＭＵＸ  ［０１］

ＲＥＦＥＲＥＮＣＥ 

ＯＦＤＭ ＭＯＤ ＆ ＭＵＸ  ［０１］

１９２．１６８．００１．００１ 

1行目：モードおよび機器番号 

2 行目：IP アドレス 

機器状態 

設定値 
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5.1.4.1 アラーム画面 

現在発生しているアラーム状態を表示します。 

メニュー画面から「ALARM」を選択し、←／→キーで各項目のアラーム状態を○×で表示します。 
 アラームが発生しているときは、項目の最後にアラームの詳細内容が表示されます。詳細項目が複
数ある場合は、↑／↓キーで表示させます。 
 （アラームの種類によっては、詳細内容が表示されない場合があります。） 

 
アラーム項目 

表示 説明 ○ × 

IN 入力処理部の状態を示します。 入力処理部正常 入力処理部異常 

OUT 出力処理部の状態を示します。 出力処理部正常 出力処理部異常 

NTP 
タイムサーバーを使用した場合の
時刻校正の状態を示します。 

時刻校正成功 時刻校正失敗 

FLASH 
内蔵不揮発性メモリー（Flash ROM）
の状態を示します。 

Flash ROM 
書き込み成功 

Flash ROM 
書き込み失敗 

MOD 変調部の状態を示します。 変調部正常 変調部異常 

FAN FAN の稼動/停止状態を示します。
FAN が正常に稼動
しています。 

FAN が停止してい
ます。 

表 5-1 アラーム状態表示 
 

詳細項目 

表示 説明 

TS INPUT ERROR ASI IN に接続されているケーブルの TS パケットが認識できません。

INBUF. OVERFLOW 
入力バッファから MUX バッファへデータを転送できません。入力の
TS パケットの伝送レートを確認してください。 

MUX BUF. OVERFLOW 

ASI IN に出力情報レートよりも高いレートの TS パケットが入力され
ています。 
入力の TS レートが正常な場合、出力処理部が故障している可能性が
あります。 

OUT BUF. OVERFLOW 内部故障が原因で内部出力バッファが FULL になっています。 

NTP GET ERR  時刻校正を行えません。 

TS CLK DOWN 内部 TS クロックに異常があります。 

PCR CLK DOWN 内部 PCR クロック（27MHｚ）に異常があります。 

BC TS IN ERR 変調部が放送 TS を認識できません。多重設定を行なってください。

PLL UNLOCK 変調部の PLL がロックできません。 

表 5-2 

 

5.1.4.2 SETTING 画面 

   機器番号、コントローラおよびNTPサーバでの通信による設定を行うためのTCP/IPの各IPアドレス、
REF CLK IN、THROUGH-MODE の設定を行います。また、メニュー画面から「SETTING」を選択し、←/
→キーで各設定項目を表示します。 

設定項目 内容 

NUM 機器番号を設定します 

IP 機器の IP アドレスを設定します 

Gate デフォルトゲートウェイを設定します 

Sub サブネットマスクを設定します 

NTP NTP サーバの IP アドレスを設定します 

CH RF 出力チャンネルを設定します。 

REF_CLK_IN リファレンスクロック(INT10MHz/EXT10MHz/EXT8)の設定を行います。 

THROUGH-MODE 多重部のスルーモード設定を行います。 

SYSTEM TIME 

システム時刻を表示します。ENT キーを押すとシステム時刻を設定できま
すが、本体表示パネルで時刻設定を行なった場合は、以後タイムサーバ
ーでの時刻の校正は行いません。 
設定方法は 5.4 項 時刻情報の取得をご確認ください。 

表 5-3 
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＜スルーモード設定＞ 

スルーモード設定時は、多重部の信号をそのまま変調器へ送るため、この製品を変調器として使用す

ることができます。 

弊社 MUX8001 他多重化装置をご使用の際は ON に設定ください 

 

設定 THROUGH-MODE = ON THROUGH-MODE = OFF 

運用形態 この製品を変調器として使用します。
この製品を多重器＋変調器として 

使用します。 

入力信号 放送 TS を入力します。 MPEG TS を入力します。 

REF_CLK_IN 設定 
外部クロック設定を行い、入力信号 

との同期をとる必要があります。 

外部クロックは必要ありません。 

表 5-4 

 

5.1.4.3 REFERENCE 画面 

装置に設定されているパラメータ情報を表示します。 

メニュー画面から「REFERENCE」を選択し、←/→キーで各設定項目を表示します。 

 

項目 内容 

TS-ID TSID を表示します 

IN1 S-ID ポート１に設定されているサービス ID を表示します 

IN1 3DIG ポート１に設定されているサービスの３桁表示を表示します 

REMOTE-KEY リモコンＣＨ番号を表示します 

CH1 NIT の出力周波数を表示します 

CH2 NIT の出力周波数を表示します 

CH3 NIT の出力周波数を表示します 

MODE/GI 伝送モードとガードインターバルを表示します 

MOD キャリア変調方式を表示します 

CR 畳み込み符号化率を表示します 

TI 時間インターリーブを表示します 
LAYER=A  

SEG セグメント数を表示します 

MOD キャリア変調方式を表示します 

CR 畳み込み符号化率を表示します 

TI 時間インターリーブを表示します 
LAYER=B 

SEG セグメント数を表示します 

表 5-5 

 

5.1.4.4 VERSION 画面 

装置のファームウェアのバージョン情報を表示します。 

メニュー画面から「VERSION」を選択するとファームウェアバージョンを表示します。 
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5.2 WEB 説明 

5.2.1 動作条件 

検証済み Browser ： Internet Explorer6.0 

   ： Internet Explorer7.0 

   ： Internet Explorer8.0※  

 

※ アドレスバーの更新ボタンの隣にある「互換表示」ボタンを有効にしてご使用ください。 

 

 

5.2.2 機器接続 

この製品のパラメータはイーサネットワーク経由で WEB により設定/監視を行います。この製品の設定

項目としては、サービス設定、出力チャンネル設定、アラーム表示、バージョン表示を行うことがで

きます。 

 

 HUB での接続例 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1 ストレートケーブル接続 

 

 

 直接接続の例 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-2 直接接続の例 

ストレートケーブル接続 

クロスケーブル接続 
 
付属品 
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5.2.3 接続 

Internet Explorer を起動し、アドレス欄に IP アドレスを入力して「Enter」で決定します。 

この製品の IP アドレス初期値は「192.168.1.1」になっています。 

ブラウザが Internet Explorer 8.0 の場合は、接続後に「互換表示」ボタンを有効にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-3 

 

機器の設定/監視画面が表示します。 

WEB 画面は情報画面、設定画面、状態表示画面の 3画面構成になっています。 

 

 

 

 
 

 

図 5-4 

 

状態画面 

設定画面 情報画面 
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5.2.4 ログイン 

この製品へのアクセスする場合、ユーザー名とパスワードを入力します。 

 ユーザー名 ：admin 

 パスワード ：admin 

 
図 5-5 

 
注）ユーザー名、パスワード等の変更については 5.2.7.4 項 設定ファイル をご参照ください。 

 

5.2.5 情報表示 

 

ログアウトします。 

 

 

機器のソフトウェアバージョンを表示します。 

 

機器番号と機器の IP アドレスを表示します。 

 

 

 

クリックして設定画面を切り換えます。 

項目 画面内容 

簡易設定 

通常の設定に必要な項目のみを

表示する画面です。 

※画面上で設定変更できます。 

詳細設定 
全ての設定項目を表示する画面

です。 

ログ表示 ログ情報を表示します。 

                 表 5-6             

 

 

設定内容の詳細情報をツリー状に表示します。 

表示内容は、10.1 設定/参照表示一覧を参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-6 



11 
MOD5005   16/46 

 

5.2.6 設定 

この製品への各種設定を行います。なお、詳細設定画面での説明になります。 

通常使用時に必要な設定は、簡易設定画面上で変更することができます。 

 

 

 
図 5-7 

 

 

番号 項目 内容 

① 設定画面タブ 

設定する内容に応じて各設定画面を選択します。 

システム設定  ：伝送パラメータを設定します 

ネットワーク設定：ネットワーク情報を設定します。 

サービス設定  ：各入力ポートの設定を行います。 

ＥＰＧ設定   ：EPG、ロゴの設定を行います。 

メンテナンス    ：保守用です。 

② 設定画面 選択された設定画面を表示します。 

③ デフォルト 
選択している画面の設定情報をデフォルト値（工場出荷設

定）に戻します 

④ キャンセル 
編集中の内容をキャンセルし、現在設定されている元の値

に戻します。 

⑤ 設定 編集した画面の設定内容を機器へ反映させます。 

表 5-7 

③ 

① 

④ ⑤ ② 
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5.2.6.1 システム設定 

地上デジタル放送に必要な放送 TS の各パラメータ設定を行います。 

 

 

 
図 5-8 

 

番号 項目 内容 

① 伝送モード 伝送モードを設定します。 

② ガードインターバル ガードインターバルを設定します。 

③ 弱階層 
弱階層のキャリア変調、畳み込み符号、時間イ

ンターリーブを選択します。 

④ ワンセグあり／なし 

ワンセグ放送のありなしを選択します。(注) 

[ワンセグなし]に設定してください。 

13 セグメントを単一階層で伝送します。 

[ワンセグあり] 

1 セグメント＋12 セグメントで伝送します。 

⑤ 強階層 

強階層（ワンセグを伝送する階層）のキャリア

変調、畳み込み符号、時間インターリーブを選

択します。 

⑥ 送出周期 各 SI/PSI の送出周期を設定します。 

表 5-8 

 

 （注）将来、館内他における「ワンセグ放送」を想定した機能です。 

    運用が可能となった際には「ワンセグ放送」機能を拡張することができます。 

⑥ 

④ 

③ ② ① 

⑤ 
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5.2.6.2 ネットワーク設定 

地上デジタル放送にネットワーク情報に必要な情報と放送する物理チャンネルを設定します 

 

 

 
図 5-9 

 

 

番号 項目 内容 

① 地域識別割り当て 地域識別割り当てを選択します。 

② 地域符合 地域符号を選択します。 

③ 地域事業者識別 地域事業者識別を選択します。 

④ TS ID/NETWORK ID TSID/NETWORKID を表示します。 

⑤ ネットワーク名称 ネットワーク名称を表示します。 

⑥ TS 名称 
TS 名称を入力します。 

（※全角１０文字、20 バイト以内） 

⑦ リモコン番号 リモコン番号を選択します。 

⑧ 放送周波数 

NIT に記載する放送周波数を設定します。 

NIT の送出設定はエンコーダでの設定が必要です。 

放送周波数波は、最大３つまで設定できます。 

⑨ CAT 送出停止設定 
CAT の送出に関する設定を行います。 

（通常は送出停止にします） 

表 5-9 

 

① ⑦ ② ③ ⑥ ⑧ ④ 

⑨ 

⑤ 
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5.2.6.3 サービス設定 

各入力ポートの設定を行います。 

 
図 5-10 

 

 

 

入力ポートを選択し、その使用用途を指定します。 

選択したポート用途に応じて、設定画面が表示されます。 

ポート用途 内容 

未使用 
当該ポートを使用しません。 

全てのポートを未使用に設定すると TS 出力が停止します。 

サービス入力 デジタルテレビサービスの設定を行います。 

ワンセグ入力 

ワンセグ用のサービス設定を行います。 

システム設定画面で「ワンセグあり」に設定されている場合のみ選

択可能です。 

TS 入力 
指定した PID を多重する場合に使用します。 

PID 値の付け換えも可能です。 

表 5-10 
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＜サービス入力設定＞ 

デジタルテレビサービスのサービス設定を行います。 

 

 

 

 
図 5-11 

 

 

番号 項目 内容 

① 情報取得 入力信号からサービス情報を取得します。 

② 入力サービス 

情報取得した入力サービスを選択します。 

複数のエンコーダを使用する場合は、サービス

毎に設定してください。 

③ ３桁表示 ポートごとに重複しないように設定します。 

④ サービス ID 出力サービス ID を表示します。 

⑤ サービス名称 
サービス名称を入力します。 

最大全角１０文字まで入力可能です。 

⑥ HD/SD 入力サービスが HD か SD かを設定します。 

⑦ サービス休止 サービスを休止する場合に使用します。 

⑧ コピー制御 
デジタルコピー制御およびコンテンツ保護の設

定を行います。 

⑨ PID 置換設定 
入力サービスを選択すると対応する PID 情報と

ストリームタイプが表示されます。 

表 5-11 

 

① ⑦ ③ ② ⑤ ⑥ ④ ⑧ 

⑨ 
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【サービス設定手順】 

(1) 当該ポートにＴＳ信号を入力していることを確認します。 
(2) 情報取得ボタンをクリックし、入力サービス情報を取得します。 
(3) 入力信号の情報を取得後、入力サービスを選択します。 
入力サービスごとに以下の設定を行ないます。 

 

 

 
図 5-12 

 

(4) ３桁表示を選択し、サービス名称を入力します。 
(5) 必要に応じてコピー制御の設定を行います。 
(6) 設定ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-13 
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＜ワンセグ入力設定＞ 

ワンセグサービスの設定を行います。 

システム設定でワンセグ放送有りを設定した場合に選択することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-14 

 

番号 項目 内容 

① 情報取得 入力信号からサービス情報を取得します。 

② 入力サービス 情報取得した入力サービスを選択します。 

③ ３桁表示 ポートごとに重複しないように設定します。 

④ サービス ID 出力サービス ID を表示します。 

⑤ サービス名称 
サービス名称を入力します。 

最大全角１０文字まで入力可能です。 

⑥ サービス休止 サービスを休止する場合に使用します。 

⑦ コピー制御 デジタルコピー制御およびコンテンツ保護の設定を行います。

⑧ PID 置換設定 
入力サービスを選択すると対応する PID 情報とストリームタイ

プが表示されます。 

表 5-12 
 
【ワンセグサービス設定手順】 

(1) 情報取得ボタンを押します。 
(2) 入力信号の情報を取得後、入力サービスを選択します。 
(3) ３桁表示を選択し、サービス名称を入力します。 
(4) 必要に応じてコピー制御の設定を行います。 
(5) 設定ボタンを押します。 

 

① ⑥ ③ ② ⑤ ④ ⑦ 

⑧ 
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＜TS 入力設定＞ 

PID 単位で多重を行うことができます。 

PID の付け換えも行うことができます。 

 

 

 
図 5-15 

 

番号 項目 内容 

① 全 PID スルーモード 
入力された TS 信号のうち 0x1FFF 以外を全て多重し

ます。 

② 指定 PID スルーモード 
入力された TS 信号で指定した PID のみ多重します。 

PID の付け換えも行えます。 

③ PID の指定 

指定 PID スルーモードを選択した場合に、入力 PID

値、出力 PID 値を指定します。 

PID は、最大 50 まで設定可能です。 

④ 選択ファイル読み込み 
PID 指定をファイル読み込みによって指定すること

ができます。 

表 5-13 

① ② ④ ③ 
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5.2.6.4 EPG 設定 

各入力ポートに対応して設定されたサービスについての EPG 情報の設定を行います。 

１日あたり 1イベントのみ設定可能です。 

なお本体での設定は、受信機側の EPG 取得タイミングによりリアルタイムに反映しない場合があり

ます。 

 

＜基本設定＞ 

 

 

 

 
図 5-16 

 

番号 項目 内容 

① イベント名称 イベント名称を 80 バイト以内で入力します。 

② イベント内容 イベント内容を 160 バイト以内で入力します。 

③ ジャンルコード ジャンルを選択します。 

表 5-14 

 

＜映像／音声＞ 

映像コンポーネント、音声コンポーネントの EPG 上表示の詳細設定を行います。 

 

 
図 5-17 

 

③ ① ② 
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＜ロゴの設定＞ 

ロゴの送出を行います。 

 

 

 
図 5-18 

 

番号 項目 内容 

① 参照 ロゴファイル(CDT)を指定します。 

② ファイル送出 選択したロゴを送出します。 

③ 送出／停止 選択したロゴの送出／停止を行います。 

表 5-15 

 

 

 

① ② ③ 
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5.2.7 メンテナンス 

5.2.7.1 メンテナンスの認証 

メンテナンス画面を選択する場合はパスワードを求められます。 

 

Internet Explorer7.0/8.0 の場合 

(1) メンテナンスタブを選択すると「認証できませんでした」というダイヤログが表示されますので、
OK をクリックします。 

 

 
図 5-19 

 

(2) 「スクリプト化されたウィンドウの実行を一時的に許可(T)」をクリックします。 
 

 
 

 

 

図 5-20 

 

(3) 再度メンテナンスタブを選択するとパスワード入力画面が表示されます。 
(4) パスワードの初期値「admin」を入力し「OK」をクリックするとメンテナンス画面が表示されま
す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-21 
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5.2.7.2 ソフトウェアバージョンアップ 

ソフトウェアのバージョンアップを行います。 

 

 

 
図 5-22 

 

 

番号 項目 内容 

① 参照 
ソフトウェアのアプリケーションファイルを指定

します。 

② ファイル送出 選択したファイルを機器へ送出します。 

③ バージョン表示 
ソフトウェアや FPGA のバージョンを表示します。 

また、データの読み込み元を表示します。 

表 5-16 

 

【バージョンアップ手順】 

(1) ソフトウェアのアプリケーションファイルを指定します。 
(2) 「ファイル送出」をクリックし、機器へ送出します。 
(3) アップロード終了後、機器を再起動します。 
(4) 拡張 ROM のバージョンが更新されていることを確認します。 

 

 

項目 内容 

ブート ROM ブート ROM のソフトウェアバージョンを表示します。 

拡張 ROM 

拡張 ROM のソフトウェアバージョンを表示します。 

通常は拡張 ROM のソフトウェアから起動します。 

ソフトウェアバージョンアップで書き換えが行われる

のは拡張 ROM のみです。 

MUX CPU/IF FPGA のバージョンを表示します。 

MUX CPU FPGA のバージョンを表示します。 

FRONT FPGA のバージョンを表示します。 

設定データ読み込み元 設定データの読み込み元を表示します。 

RAM ディスク読み込み元 RAM ディスクデータの読み込み元を表示します。 

表 5-17 バージョン表示詳細 

 

① ② ③ 
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5.2.7.3 機器メンテナンス 

 

 

 
図 5-23 

 

番号 項目 内容 

① すべての項目を出荷時設定に戻す 工場出荷時設定に戻します。 

② 時刻補正実行 

機器内部の時刻校正を行います。 

時刻設定を初期化する場合にも使用します。 

時刻情報の取得方法については 5.4 項をご確認

ください。 

表 5-18 

 

 

 

5.2.7.4 設定データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-24 

 

 

番号 項目 内容 

① 参照 設定ファイルを指定します。 

② ファイル送出 ①で選択したファイルを機器へ送出します。 

③ 
設定ファイルを PC にダ

ウンロード 

機器の設定ファイルをダウンロードします。 

表 5-19 

 

② ① 

② ① 

③ 
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項目 内容 

TOT_GET_PORT_NO=1 入力信号から時刻情報を取得する場合のポート番号を指定します。

TOT_OFFSET=5 使用しません。 

PCR_OFFSET=0 PCR 補正のオフセット値を設定します。 

WEB_USER=admin WEB 画面のユーザー名を指定します。 

WEB_PASSWORD=admin WEB 画面のパスワードを指定します。 

TELNET_USER=admin TELNET のユーザー名を指定します。 

TELNET_PASSWORD=admin TELNET のパスワードを指定します。 

FTP_USER=admin FTP のユーザー名を指定します。 

FTP_PASSWORD=admin FTP のパスワードを指定します。 

NTP_CYCLE=3600 時刻校正のサイクルを秒単位で指定します。 

PSI_REQ_TIMEOUT_PAT=2 情報取得の PAT 取得タイムアウト時間を秒単位で指定します。 

PSI_REQ_TIMEOUT_PMT=2 情報取得の PMT 取得タイムアウト時間を秒単位で指定します。 

PSI_REQ_TIMEOUT_TOT=10 
入力信号からの時刻取得時のタイムアウト時間を秒単位で指定し

ます。 

表 5-20 設定ファイル内容 

 

 

 

5.2.7.5 設定ファイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-25 

 

 

番号 項目 内容 

① 参照 設定データファイルを指定します。 

② ファイル送出 ①で選択したファイルを機器へ送出します。 

③ 
設定データを PC にダウ

ンロード 
機器の設定データをダウンロードします。 

表 5-21 

 

 

② ① 

③ 
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5.2.8 ステータス 

この製品の内部の状態を表示します。 

 

 

 
図 5-26 

 

 

番号 項目 内容 

① ステータス表示 
各部の状態を表示します。 

最後に取得した情報を保持します。 

② 更新 現在のステータス情報を取得し、画面を更新します。 

③ 画面自動更新 
１秒／５秒／１０秒毎に自動でステータス情報を取得し、画

面を更新します。 

④ （＊） 

WEB を開いたとき、過去に機器にステータス異常があった場

合に（＊）が表示されます。 

（＊）をクリックすると一覧画面が表示されます。 

（＊）は、一覧画面で消すことができます。 

表 5-22 

 

項目 表示項目 内容 

TS INPUT 
入力信号の TS パケットを受信できません。各ポートに TS 信号が入力さ

れていることを確認してくだい。 

IN BUFF 
入力バッファが FULL になり入力信号を転送できません。入力信号の伝

送レートを確認してください。 

入力 

ポート 

MUX BUFF 
多重バッファが FULL になり入力信号を多重できません。入力信号の情

報レートを確認してください。 

PCR CLK PCR クロック（27MHz）に異常があります。 

OUT BUFF 出力バッファが FULL になっています。 出力 

TS CLK TS クロック(10MHz)に異常があります。 

TS IN 
変調部へ入力を認識できません。 

多重部の設定に問題がある場合があります。 
変調部 

PLL 
変調部の PLL がロックできません。 

多重部の設定に問題があるか、変調部が故障している場合があります。

本体 FAN FAN に異常があります。 

EWS 有/無 外部緊急警報入力（LEVEL0/LEVEL1）の有無を表示します。 

設定 

書込み 
FROM フラッシュ ROM への書込みに失敗しました。 

表 5-23 ステータス状態 

 

 

④ 

① 
③ ② 
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5.2.9 ログ表示 

この製品の処理内容のログとステータスログを表示します。 

ログ保存は 500 行です。 

 

5.2.9.1 ログ（コントローラ） 

機器が行なっている処理状態を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-27 

 

5.2.9.2 ステータス表示 

機器のスタース情報を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-28 

 

 

 

 



27 
MOD5005   32/46 

 

5.3 LED 表示説明 

①「POWER」 

電源の状態を表示します。通電時は緑色に点灯します。 
 
②「HOLD」 

前面パネルにおけるキーのホールド状態を表示します。 

LED 表示状態 状態 

 緑色点灯  キーロック 

 消灯  解除 

表 5-24 
 
③「ALARM」 

アラームの有無を表示します。 

赤色点灯時には 5.1.4.1 アラーム画面 をご確認ください。 

 

LED 表示状態 状態 

 消灯  正常稼動 

 赤色点灯  アラーム発生有り 

表 5-25 
 
④「EXT REF」 

外部基準信号の有力の有無を表示します。 

LED 表示状態 状態 

 緑色点灯  外部基準信号入力設定時

 消灯  内部発振器使用 

表 5-26 
 
 

5.4 時刻情報の取得 

機器内部で生成される TOT（時刻情報）、EIT(EPG 情報)は、電源起動後に機器のシステム時刻が設定さ

れなければ出力されません。 

機器のシステム時刻を設定するには、以下表 5-27 の時刻モードの設定が必要です。 

設定された時刻モードを変更する場合は、メンテナンス画面から「時刻補正実行」を選択し初期化する

必要があります。また、機器の電源を遮断した場合も初期化されますので起動時に同様の手順で設定が必

要です。 
 
時刻モード 設定方法 時刻校正 

NTP 
電源起動後、タイムサーバーから時刻を取得
した場合は自動的に NTP モードとなります。

タイムサーバーで時刻の校正
を行います。 

入力 TOT 
電源起動後、タイムサーバーから時刻を取得
できず、TS 入力信号から TOT を取得した場合
は自動的に入力 TOT モードとなります。 

TS 入力信号の TOT で時刻の校
正を行います。 

手動 
本体表示パネルの SETTING メニューから手動
でシステム時刻を設定すると手動モードにな
ります。 

時刻の校正は行いません。 

表 5-27 
 
①NTP モード 

タイムサーバーの IP アドレスは、本体表示パネルの SETTING メニューで行います。 

初期値は、192.168.1.100 です。 
 
②入力 TOT モード 

TOT を取得する TS 信号の入力ポートは設定ファイルの[TOT_GET_PORT_NO]で設定できます。 

初期値はポート１です。 
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③手動モード 

手動モードは、本体表示パネルのメニュー画面から設定します。タイムサーバー等で時刻の設定が

できない場合のログやステータス用時刻の設定モードです。また、簡易設定のため、設定後に時刻

は校正されません。ただし、システムの動作確認のため、一時的に機器のシステム時刻を出力用

TOT(時刻情報)として設定するには TOT の送出／停止を「送出」に選択する必要があります。 
 
  注意  ：手動モードでは時刻校正を行いませんので、出力 TOT が正しくありません。 

正しくない TOT を出力した場合は、受信機で予約録画失敗などの障害が発生する場合

がありますのでご注意ください。 

 

 

6. 保守部品交換手順 
6.1 ヒューズ交換手順 

 

                               

   

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-1 
 

(1) 電源プラグ①から電源ケーブルを外します。 

(2) 電源プラグ①側からマイナスドライバー等でヒューズホルダ②を引き出します。 

(3) ヒューズ③をヒューズホルダ②から取り外し、新しいヒューズをはめ込みます。 

(4) ヒューズホルダ②を元の位置に挿し込み、作業終了です。 

 

6.2 ファン交換手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-2 
 

(1) FAN 電源供給用コネクタ①からファンの電源ケーブルを外します。 
(2) FAN の回転が静止したのを確認してから、4 か所のネジ②をプラスドライバーで取り外      

します。 
(3) FAN を取り外し、新しい FAN を取り付けます。  
(4) ②の 4か所をネジで固定し、①の電源コネクタに電源ケーブルを挿し込みます。 
(5) FAN が回転するのを確認し、作業終了です。 

 

 

7. 付 属 品 
電源コード（３ＰＩＮコネクタ付き、長さ２．０ｍ）・・・・・１本 

ＢＮＣケーブル（５０ｃｍ）・・・・・・・・・・・・・・・・１本 

ＬＡＮクロスケーブル（５ｍ）・・・・・・・・・・・・・・・１本 

  ヒューズ（ＦＧＭＢ １２５Ｖ １Ａ）・・・・・・・・・・・・２個 

  終端器（Ｆ形 ７５Ω）・・・・・・・・・・・・・・・・・・１個 

① 

② ② 

③ 
③ 

② 

① 
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8. 仕様とブロックダイヤグラム 
8.1 規格  

8.1.1 入力部 

 

 項   目  （単位） 規    格 

準 拠 規 格  DVB-ASI IS0/IEC60728-9（ASI） 

メディア伝送速度 (Mbps) 270±100ppm 

信 号 伝 送 速 度 (Mbps) 最大 50 

入 力 信 号 構 造  MPEG-2 トランスポートストリーム 

信 号 形 式 (B) 8/10 伝送コード 

信 号 振 幅 (mVp-p) 300～880 

伝送フォーマット  バーストモード／パケットモード 

パ ケ ッ ト 長 （Byte） 188／204（自動認識） 

入力インピーダンス (Ω) 75 

コ ネ ク タ  BNC 型 

ＴＳ入力 

（ASI-IN） 

入 力 数  1 端子 

入力周波数 
（MHz） 8.126984（512/63） 

(機器操作パネルまたは外部制御端末から設定) 

入 力 レ ベ ル (Vp-p) 0.8 

入力インピーダンス (Ω) 75 

コ ネ ク タ  BNC 型 

基準信号入力 

（REF-CLK-IN） 

8.126984MHz

（512/63MHz） 

入力時 
入 力 数  1 端子 

入力周波数 
（MHz） 10 

(機器操作パネルまたは外部制御端末から設定) 

入 力 レ ベ ル  0dBm±3dB 

入力インピーダンス (Ω) 50 

コ ネ ク タ  BNC 型 

基準信号入力 

（REF-CLK-IN） 

10MHz 入力時 

入 力 数  1 端子 

表 8-1 

 

8.1.2 出力部 

 

項   目  (単位) 規    格 

信 号 形 式  OFDM(ISDB-T） 

出 力 チ ャ ン ネ ル (ch.) 1～62（CATV 含む） 

出 力 周 波 数  90MHz～770MHz（＋1/7MHz オフセット有り） 

標 準 出 力 レ ベ ル (dBμV) 105 

出 力 レ ベ ル 範 囲 (dBμV) 100～110 

出 力 レ ベ ル 安 定 度 (dB) ±2.0 

帯域内振幅周波数特性 (dBp-p) 2.0 以内（5.58MHz 帯域内） 

混 変 調 （dB） －45 以下（中心周波数から±3.3MHz にて） 

ス プ リ ア ス （dB） －60 以下(90MHz～770MHz､トータルパワー基準）

出 力 周 波 数 偏 差  ±10kHz 以内 

出力インピーダンス (Ω) 75 

コ ネ ク タ  F 形 

RF 出力 

（RF OUT） 

端 子 数  1 端子 

出 力 レ ベ ル  －20dB±2dB 以内（RF OUT に対して） 

出力インピーダンス (Ω) 75 
RF 出力ﾓﾆﾀ 

(RF OUT MONI) 
コ ネ ク タ  F 形 

表 8-2 
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8.1.3 伝送路符号化処理部 

 

項   目 規    格 

伝 送 モ ー ド Mode2、Mode3 

キ ャ リ ア 間 隔 1.984kHz、0.992kHz 

キ ャ リ ア 変 調 方 式 QPSK、16QAM、64QAM 

ガード・インターバル比 1/4、1/8、1/16 

周 波 数セグメント数 13 セグメント 

OFDM 変調部 

階 層 数 最大 2階層（部分受信対応,放送 TS 入力時） 

周波数インターリーブ セグメント間、セグメント内インターリーブ 

時 間 インターリーブ Mode2（0,2,4）、Mode3（0,1,2） 

内 符 号 符 号 化 率 符号化レート（1/2,2/3,3/4,5/6,7/8） 

バイトインターリーブ 畳込みバイトインターリーブ（深さ＝12） 

エ ネ ル ギ ー 拡 散 G(x)＝X15＋X14＋1 

伝送路符号化部 

外 符 号 短縮化リードソロモン符号（204,188） 

キ ャ リ ア 変 調 方 式 DBPSK 
TMCC 符号化 

誤 り 訂 正 差集合巡回符号（273,191)の短縮符号（184,102） 

表 8-3 

 

 

8.1.4 監視、制御、警報インターフェース 

 

項   目 規    格 

インターフェース 
IEEE802.3/イーサネット準拠 

10Base-T/100Base-TX 

プ ロ ト コ ル TCP/IP、UDP/IP 

コ ネ ク タ RJ45 

ネットワーク 

インターフェ－ス 

ポ ー ト 数 1ポート 

ポ ー ト 数 1ポート 

警 報 出 力 無電圧接点出力（30VA） 
警報出力および 

緊急警報情報入力 
緊 急 警 報 情 報 入 力 地気入力 

表 8-4 

 

 

8.1.5 一般仕様 

 

   項   目 （単位） 規    格 備   考 

電 源 電 圧  (V) ＡＣ100±10％以内 50/60Hz 

消 費 電 力 
(W) 

(VA) 

36 以下 

40 以下 

 

使 用 温 度 範 囲  (℃) 0～＋40 強制空冷 

使 用 湿 度 範 囲(％RH) 45～90 結露しないこと 

外形寸法(H)×(W)×(D) (mm) 44×210×400 突起物含まず 

質 量  (kg) 5.0 以下  

表 8-5 

 

※規格および外観は改良により変更させていただくことがありますので、あらかじめご了承ください。 
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8.2 制御入出力部 

 

 項   目  (単位) 規    格 

ポ ー ト 数  1 ポート 

プ ロ ト コ ル  TCP/IP、UDP/IP 

インターフェース (kbps) 
IEEE 802.3／イーサネット準拠 

10／100 Base-T 

制 御 入 出 力

（LAN） 

コ ネ ク タ  RJ45 

ポ ー ト 数  1（制御入力と兼用） 

電気的インターフェース  無電圧接点出力、接点定格 30VA 以下 

コ ネ ク タ  D-Sub9 ピン（メス）、M2.6 ネジタイプ アラーム出力 

警 報 出 力
 入力部アラーム 

多重部アラーム 

ポ ー ト 数  1 ポート（アラーム出力と兼用） 

電気的インターフェース  地気入力 

コ ネ ク タ  D-Sub9 ピン（メス）、M2.6 ネジタイプ 制御入力 

入 力  緊急警報入力 

 

表 8-6 

 

8.2.1 コネクタピンアサイン 

ALARM/CONT 端子(D-Sub9 ピン) 

リレー接点の動作 
端子 No. 信号名称 

正常時 異常時(電源断含む) 

1 INPUT ALARM オープン ショート（COM1） 

2 OUTPUT ALARM オープン ショート（COM2） 

3 制御 1（緊急警報 LEVEL0）  

4 制御 3（予備）  

5 制御用 GND  

6 COM1  

7 COM2  

8 制御 2（緊急警報 LEVEL1）  

9 N.C  
 

表 8-7 端子詳細 
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8.2.2 緊急警報出力タイミング 

 

 

LEVEL0

LEVEL1

第1種開始信号 第2種開始信号

LEVEL0 LEVEL1IIP

LEVEL0 LEVEL1
ISDB-T
information

LEVEL0 LEVEL1
PMT

緊急警報記述子

 
 

図 8-1 緊急警報出力タイミング 

 

 

8.2.3 参考接続図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-2 参考接続図 

1ms 

1ms 

1ms 

1ms

1ms

1ms

機器内部 
ターゲット機器 

3 

LEVEL0 

LEVEL1 

8 

GND 5 
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8.2.4 緊急警報 LEVEL0,1 の動作 

EWS 緊急警報ビット（LEVEL0 または LEVEL1）が 0のとき下記の処理をします。 

・IIP 

 modulation control configuration information 

 の switch-on control flag used for alert broadcasting=1 にする。 

・多重位置（ISDB-T_information） 

 0Byte 目の switch-on control flag used for alert broadcasting=1  

 にする。 

・PMT 

 第 1 ループに緊急情報記述子を配置する。 

表 8-8 

 

＜PMT の緊急情報記述子＞ 

データ構造 
BIT 

数 

ビット列

表記 

emergency_information_descriptor(){    

  descriptor_tag 0xFC 8 uimsbf 

  descriptor_length 0x08 8 uimsbf 

  for(i=0;i<N;i++){    

    service_id 自サービス ID 16 uimsbf 

    start_end_flag 

 

EWS LEVEL0 

または EWS LEVEL1 が 0 の場合

1 

1 bslbf 

    signal_level 

 

EWS LEVEL0=0 の場合 0 

EWS LEVEL1=0 の場合 1 

1 bslbf 

    reserved_future_use 111111 6 bslbf 

    area_code_length  8 uimsbf 

    for(j=0;j<N;j++){    

      area_code 10.2 エリアコード表参照 12 bslbf 

      reserved_future_use 1111 4 bslbf 

    ｝    

  ｝    

｝    

表 8-9 緊急情報記述子 
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8.3 ブロックダイヤグラム 
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9. 外観図 
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10. 付録 
10.1 設定/参照表示一覧 

10.1.1 初期設定（出荷時設定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 10-1 設定画面と項目 

項
 
 
目
 

出
荷
時
設
定
 

設
 
 
 
定
 
 
 
画
 
 
 
面
 

機
器
番
号
 

01
 

 

IP
ア
ド
レ
ス
 

19
2.
16
8.
1.
1 

．
 
 
 
 
．
 
 
 
 
．
 

サ
ブ
ネ
ッ
ト
マ
ス
ク
 

25
5.
25
5.
25
5.
0 

．
 
 
 
 
．
 
 
 
 
．
 

デ
フ
ォ
ル
ト
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
 

19
2.
16
8.
0.
1 

．
 
 
 
 
．
 
 
 
 
．
 

N
T
P
サ
ー
バ
の
IP
ア
ド
レ
ス
 

19
2.
16
8.
1.
10
0 

．
 
 
 
 
．
 
 
 
 
．
 

R
E
F
-C
LK
-I
N
 

IN
T
(1
0M
H
z)
 

○
 
IN
T
(1
0M
H
ｚ)
 

○
 
10
.0
00
0M
H
ｚ 

○
 
51
2/
63
M
H
ｚ 

T
H
R
O
U
G
H
 M
O
D
E
 

O
F
F
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伝
送
モ
ー
ド
 

モ
ー
ド
3 

○
 
1/
8 
 
 

○
 
1/
16
 

ガ
ー
ド
イ
ン
タ
ー
バ
ル
（G
I）
 

1/
8 
 

○
 
1/
4 
 

○
モ
ー
ド
3 

○
モ
ー
ド
2 

キ
ャ
リ
ア
変
調
（M
od
ul
ai
on
） 

64
Q
A
M
 

○
 
64
Q
A
M
 

○
 
16
Q
A
M
 

畳
込
み
符
号
(C
R
) 

3/
4 

○
 
7/
8 

○
 
5/
6 

○
 
3/
4 

○
 
2/
3 

○
 
1/
2 

弱
階
層
 

（L
ay
er
 A
） 

時
間
イ
ン
タ
ー
リ
ー
ブ
(T
I) 

2 
○
 
1 

○
 
2 

○
 
4 

○
 
8 

設
定
の
有
無
 

な
し
 

○
 
あ
り
 

○
 
な
し
 

P
M
T
(ワ
ン
セ
グ
) 

20
0m
s 

設
定
可
能
範
囲
：停
止
/2
00
m
s/
50
0m
s 

出
力
値
：（
 
 
 
 
 
） 

ワ
ン
セ
グ
 

L-
E
IT
 

1s
 

設
定
可
能
範
囲
：停
止
/1
～
3s
 

出
力
値
：（
 
 
 
 
 
） 

キ
ャ
リ
ア
変
調
（M
od
ul
ai
on
） 

Q
P
S
K
 

○
 
Q
P
S
K
 

○
 
16
Q
A
M
 

畳
込
み
符
号
(C
R
) 

2/
3 

○
 
2/
3 

○
 
1/
2 

強
階
層
 

（L
ay
er
 －
） 

時
間
イ
ン
タ
ー
リ
ー
ブ
(T
I) 

2 
○
 
1 

○
 
2 

○
 
4 

○
 
8 

P
A
T
 

10
0m
s 

設
定
可
能
範
囲
：停
止
/1
00
m
s 

出
力
値
：（
 
 
 
 
 
）選
択
入
力
 

P
M
T
 

10
0m
s 

設
定
可
能
範
囲
：停
止
/1
00
m
s 

出
力
値
：（
 
 
 
 
 
）選
択
入
力
 

N
IT
 

1s
 

設
定
可
能
範
囲
：停
止
/1
～
3s
 

出
力
値
：（
 
 
 
 
 
）選
択
入
力
 

S
D
T
 

2s
 

設
定
可
能
範
囲
：停
止
/1
～
3s
 

出
力
値
：（
 
 
 
 
 
）選
択
入
力
 

B
IT
 

1s
 

設
定
可
能
範
囲
：停
止
/1
～
3s
 

出
力
値
：（
 
 
 
 
 
）選
択
入
力
 

T
O
T
 

5s
 

設
定
可
能
範
囲
：停
止
/5
s 

出
力
値
：（
 
 
 
 
 
）選
択
入
力
 

H
-E
IT
[p
/f
] 

1s
 

設
定
可
能
範
囲
：停
止
/1
～
3s
 

出
力
値
：（
 
 
 
 
 
）選
択
入
力
 

H
-E
IT
[s
 b
]ﾃ
ﾚ
ﾋﾞ
型
拡
張
周
期
ｸﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ1
 

3s
 

設
定
可
能
範
囲
：停
止
/3
～
5s
 

出
力
値
：（
 
 
 
 
 
）選
択
入
力
 

H
-E
IT
[s
 b
]ﾃ
ﾚ
ﾋﾞ
型
拡
張
周
期
ｸﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ2
 

10
s 

設
定
可
能
範
囲
：停
止
/1
0～
30
s 

出
力
値
：（
 
 
 
 
 
）選
択
入
力
 

送
出
周
期
 

H
-E
IT
[s
 b
]ﾃ
ﾚ
ﾋﾞ
型
基
本
周
期
ｸﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ 

60
s 

設
定
可
能
範
囲
：停
止
/6
0～
18
0s
 

出
力
値
：（
 
 
 
 
 
）選
択
入
力
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10.1.2 ネットワーク設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

表 10-2 ネットワーク設定の設定画面と項目 

 

 

10.1.3 サービス設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 10-3 サービス設定の設定画面と項目 

 

項  目 出荷時設定 設   定   画   面 

地域識別割り当て 北海道（札幌） （     ）選択入力 

地域符号 地域共通 （     ）選択入力 

地域事業者識別 Ｐ（15） （     ）選択入力 

TSID/NETWORKID 0×7Ｆ5Ｆ （HEX） 0×（     ）入力 

ネットワーク名称 北海道（札幌）15 （     ）入力 

TS名称 自主放送 （最大20ﾊﾞｲﾄ） （     ）入力 

リモコンキーID 11 （     ）選択入力 

ネットワーク設定 

放送周波数 13CH（473MHｚ）/----/---- （     ）/（     ）/（     ）選択入力 

CAT送出設定 停止 （     ）選択入力 

EMM＿PID値 0×1FFF （HEX） 0×（     ）入力 

CA＿SYSTEM＿ID 0×0005 （HEX） 0×（     ）入力 
CAS設定 

Ｐｒｉｖａｔｅ＿ｄａｔａ＿ｂｙｔｅ A （     ）選択入力 

 

項  目 出荷時設定 設   定   画   面 

ポート用途 サービス入力 サービス休止 

入力情報 入力サービス 1 （     ）選択入力   情報取得 

3桁表示 111 （     ）選択入力 

サービスID 0×2878 （10360） （     ）入力 

サービス名称 自主放送サービス （     ）入力 
サービス設定 

HD/SD SD ○ SD ○ HD 

コピー記述子 なし ○ なし ○ あり 

デジタルコピー 制限なし （     ）入力 

アナログコピー 制限なし 0×（     ）入力 
コピー制御 

コンテント保護 なし ○ なし ○ あり 

 旧PID(HEX) 新PID(HEX) 旧PID(HEX) 新PID(HEX) ストリームタイプ 

PMT＿PID 0×0100 0×0110 0×（0100） 0×（0110） （     ）入力 

ECM＿PID 0×FFFF 0×1FFF 0×（FFFF） 0×（1FFF） （     ）入力 

PCR＿PID 0×0200 0×0140 0×（0200） 0×（0140） （     ）入力 

ES1＿PID 0×0200 0×0140 0×（0200） 0×（0140） （MEPG2映像）選択入力 

ES2＿PID 0×1010 0×0141 0×（1010） 0×（0141） （音声AAC）選択入力 

ES3＿PID 0×FFFF 0×0142 0×（FFFF） 0×（0142） （     ）選択入力 

PID置換設定 

ES4＿PID 0×FFFF 0×0143 0×（FFFF） 0×（0143） （     ）選択入力 

 



38 
MOD5005   43/46 

 

10.1.4 EPG 設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 10-4 EPG 設定の設定画面と項目 

 

 

 

項  目 出荷時設定 設   定   画   面 

ポート用途 サービス入力  

開始時刻 00：00 （    ）：（    ）選択入力 

終了時刻 24：00 （    ）：（    ）選択入力 

イベント名称 自主放送  （最大80バイト） （          ）入力 

イベント内容 自主放送内容  （最大160バイト） （          ）入力 

ジャンル大 ニュース/報道 （          ）選択入力 

基本設定 

ジャンル小 定時・総合 （          ）選択入力 

コンポーネント種別 映像480ｉ（525ｉ）、アスペクト比4：3 （          ）選択入力 
映像 

映像種別名  （          ）入力 

コンポーネント種別 2/0（ステレオ） （          ）選択入力 

多言語フラグ 2ヶ国多重でない （          ）選択入力 

第一音声 日本語 （          ）選択入力 

第二音声  （          ）選択入力 

音声種別名  （          ）入力 

音声1 

音声種別名2  （          ）入力 

音声2の配置 配置しない （          ）選択入力 

コンポーネント種別 2/0（ステレオ） （          ）選択入力 

多言語フラグ 2ヶ国多重でない （          ）選択入力 

第一音声 日本語 （          ）選択入力 

第二音声  （          ）選択入力 

音声種別名  （          ）入力 

音声2 

音声種別名2  （          ）入力 

ファイル選択  参照（選択入力） ファイル送出（選択入力） 

送出/停止 停止 ○ 停止     ○ 送出 ロゴ設定 

送出中ファイル  （          ）入力 
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10.2 エリアコード表 

 

地域符号 記述 地域符号 記述 

0011 0100 1101 地域共通符号 1010 1010 0101 静岡県 

0101 1010 0101 関東広域圏 1001 0110 0110 愛知県 

0111 0010 1010 中京広域圏 0010 1101 1100 三重県 

1000 1101 0101 近畿広域圏 1100 1110 0100 滋賀県 

0110 1001 1001 鳥取・島根圏 0101 1001 1010 京都府 

0101 0101 0011 

広域符号 

岡山・香川圏 1100 1011 0010 大阪府 

0001 0110 1011 北海道 0110 0111 0100 兵庫県 

0100 0110 0111 青森県 1010 1001 0011 奈良県 

0101 1101 0100 岩手県 0011 1001 0110 和歌山県 

0111 0101 1000 宮城県 1101 0010 0101 鳥取県 

1010 1100 0110 秋田県 0011 0001 0001 島根県 

1110 0100 1100 山形県 0010 1011 1000 岡山県 

0001 1010 1110 福島県 1011 0011 0010 広島県 

1100 0110 1001 茨城県 1011 1001 0100 山口県 

1110 0011 1000 栃木県 1110 0110 1101 徳島県 

1001 1000 1011 群馬県 1001 1011 0011 香川県 

0110 0100 1011 埼玉県 0001 1001 1101 愛媛県 

0001 1100 0111 千葉県 0010 1110 1001 高知県 

1010 1010 1100 東京都 0110 0010 1011 福岡県 

0101 0110 1100 神奈川県 1001 0101 0111 佐賀県 

0100 1100 1110 新潟県 1010 0010 1101 長崎県 

0101 0011 1001 富山県 1000 1010 0111 熊本県 

0110 1010 0110 石川県 1100 1000 1101 大分県 

1001 0010 1101 福井県 1101 0001 1100 宮崎県 

1101 0100 1010 山梨県 1101 0100 0101 鹿児島県 

1001 1101 0010 長野県 0011 0111 0010

県域符号 

沖縄県 

1010 0110 0101 

県域符号 

岐阜県      

 

表 10-5 エリアコード表 
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10.3 多重する TS パケットと優先順位 
 

13seg 1seg＋12seg 

SI/PSI 情報 PID 有

効

無

効 I
IP
 有 

効 

12seg

有 

効 

1seg 

無 

効 I
IP
 

PAT 0x0000 ② × × ① × × × 

PMT PAT からの間接指定 ③ × × △② △② × × 

CAT 0x0001 ④ × × × ③ × × 

NIT 0x0010 ⑤ × × × ④ × × 

SDT 0x0011 ⑩ × × × ⑨ × × 

H-EITp/f 0x0012 ⑪ × × ⑦ × × × 

H-EITs1(拡張 1) 0x0012 ⑫ × × ⑧ × × × 

H-EITs2(拡張 2) 0x0012 ⑬ × × ⑨ × × × 

H-EITs3(基本) 0x0012 ⑭ × × ⑩ × × × 

L-EIT 0x0027 × × × × ⑩ × × 

TOT 0x0014 ① × × × ① × × 

BIT 0x0024 ⑮ × × × ⑪ × × 

CDT 0x0029 ⑯ × × ⑪ × × × 

IIP 0x1FF0 × × ① × × × ① 

入力 port1 の TS PMT からの間接指定 ⑥ × × △③ △⑤ × × 

入力 port2 の TS PMT からの間接指定 ⑦ × × △④ △⑥ × × 

入力 port3 の TS PMT からの間接指定 ⑧ × × △⑤ △⑦ × × 

入力 port4 の TS PMT からの間接指定 ⑨ × × △⑥ △⑧ × × 

Null TS 0x1FFF ⑰ ① × ⑫ ⑫ ① × 

 ①～⑰：多重処理の優先順位を示す（①：優先度大、⑰：優先度小） 

△  ：設定されている場合に多重処理を行う 

×  ：多重処理対象外 

 

表 10-6 多重 TS パケットと優先順位 
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